
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
の
不
整
合
に
つ
い
て

渡
邊
次
男

最
初
に
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
酎
立
が
文
革
理
論
的
意
味
に
把
握
さ
れ
た
の
は

詳
雪
告
密
雲
註
㌻
≡
賢
二
象
註
許
ぎ
こ
甘
患
∴
於
て
で
あ
る
。
勿
論
こ

の
背
景
に
は
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
w
㌻
－
C
k
を
n
琶
－
レ
ッ
シ
ン
ダ
｝
L
。
S
S
i
藁
等
の

生
み
出
し
た
「
ギ
リ
シ
ア
崇
拝
熱
」
が
あ
り
、
夏
に
叉
こ
の
理
論
の
豪
展
に
は
グ

註
1
1
テ
G
。
e
t
一
㍍
シ
ル
レ
ル
S
c
h
i
一
】
e
r
等
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
は
確
で
あ

る
が
、
「
古
典
的
K
一
芸
i
邑
一
と
浪
漫
的
r
e
g
鼓
S
C
h
L
な
る
言
葉
に
今
ま
で
に

な
い
意
味
を
最
初
に
附
加
し
た
の
は
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
レ
1
ゲ
ル
等
i
。

詫
2
d
r
i
c
h
警
h
冨
二
で
あ
る
。
然
し
彼
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
は
飽
く
ま
で
名
付
親
な
の

で
あ
る
。
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
を
め
ぐ
る
論
車
の
出
吏
点
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ

故
ブ
リ
ュ
ン
チ
エ
ー
ル
空
一
－
害
安
野
e
は
言
う
！
1
。
「
浪
漫
主
義
の
定
義
は
語
源

蓼
の
問
題
で
も
な
け
れ
ば
畢
詮
の
問
題
で
も
な
い
。
寧
ろ
歴
史
の
問
題
で
あ
る
－
）

そ
し
て
『
浪
漫
主
義
』
と
い
う
言
菜
は
そ
れ
自
体
の
中
に
重
ん
す
べ
豊
息
味
を
も

，
こ
な
い
か
ら
、
．
唯
作
家
と
作
品
亀
が
歴
史
を
通
じ
て
即
ち
時
－
ぎ
通
じ
て
輿
え
た
い

詫
3
ろ
い
ろ
な
意
味
の
契
機
に
満
ち
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
A
U
」
以
下
我
々
は
シ
ュ
レ
ー
ダ

ル
を
出
費
点
と
し
て
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
概
念
を
め
ぐ
る
数
多
く
の
不
整
合
を

追
求
し
た
い
と
思
う
。

兄
シ
ユ
レ
ー
ダ
ル
A
－
－
望
S
t
w
i
一
一
邑
】
n
S
c
h
一
藁
e
－
と
ス
タ
ー
ル
夫
人
M
ヨ
e

註
4
（
訂
讐
口
裏
を
通
じ
て
世
界
的
に
な
っ
た
の
は
彼
の
思
想
中
の
「
古
代
と
近
代
」
「
北

欧
と
南
欧
」
「
異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
」
等
々
の
堅
且
の
理
論
で
あ
る
。
古
代
と
近

註
5
代
の
塾
術
を
「
彫
刻
的
L
b
i
－
d
蔓
ー
と
「
音
楽
的
」
m
一
－
S
i
訂
ー
i
S
C
h
「
有
限
L
B
。
1

誌
6
塑
造
旨
昌
的
と
「
無
限
」
U
I
－
え
ー
i
c
h
k
e
i
t
「
明
朗
」
h
e
i
百
と
「
憂
鬱
」
”
邑
昌
。
h
。

－
i
註
等
々
の
封
立
か
ら
見
て
夫
々
を
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
特
徴
と
す
る
。
然

し
こ
の
有
名
な
封
立
の
理
論
の
一
根
本
を
な
す
「
古
代
」
と
「
近
代
」
と
は
如
何
な

る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
ハ
イ
ネ
I
訂
i
鼓
c
h
H
e
i
I
完
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
的
概
念
を

そ
の
ま
ま
承
け
て
「
ギ
リ
シ
ァ
・
ロ
ー
マ
文
革
」
を
「
古
典
的
」
「
中
世
文
革
」

註
7
を
「
浪
漫
的
」
と
呼
ぶ
。
然
し
我
々
は
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
差
の
大
き
い
事
を

知
っ
て
い
る
。
で
は
「
古
典
的
」
と
は
果
し
て
歴
史
的
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
あ
ら
う

か
。
問
題
は
そ
の
よ
う
に
簡
軍
で
は
な
い
。
著
明
な
る
ギ
リ
シ
ア
研
究
豪
ブ
ッ
チ

ャ
ー
デ
出
・
H
ご
ー
汀
h
昌
は
極
め
て
非
古
典
的
な
「
ギ
‖
′
シ
ア
人
の
憂
鬱
」
を
ギ

註
8
リ
、
イ
ア
代
表
的
入
物
の
作
品
に
′
弐
々
に
指
摘
す
る
。
ギ
リ
シ
ア
末
副
の
文
革
に
は

註
9
如
何
に
「
浪
漫
主
義
の
曙
」
が
は
っ
き
り
と
感
じ
L
ら
れ
る
事
か
。
ア
パ
ク
ラ
ム

ピ
I
L
・
A
b
e
昌
r
。
m
b
i
e
に
と
っ
て
「
プ
ラ
ト
ン
は
浪
漫
的
夢
と
感
情
の
，
璽
蓬
な
る

註
1

0

池
で
あ
る
。
」
「
カ
ー
マ
ー
ユ
）
n
ド
賢
は
正
常
生
息
味
で
古
典
作
家
と
言
う
に
不

充
分
で
あ
ら
う
。
彼
は
一
時
代
全
体
の
牛
野
壁
的
文
明
の
魔
人
な
生
動
す
る
表
現

二
三
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第
二
巷
 
 

話
‖
 
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
個
性
の
影
は
薄
い
云
々
。
」
と
サ
ン
 
 

ト
．
ブ
ゥ
ブ
 
S
a
i
已
警
雪
e
は
考
え
る
。
ベ
ー
タ
ー
宅
巴
訂
r
憎
賢
巧
 
に
と
つ
 
 

て
9
葺
象
母
は
 
妻
官
∵
よ
り
浪
漫
的
で
あ
ゅ
 
A
芸
ざ
ー
l
l
S
は
 
S
O
p
訂
つ
訂
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
託
 

1
2
 
 

よ
り
浪
嘩
的
な
の
で
あ
る
。
ニ
ィ
チ
ェ
ヨ
e
叶
邑
″
e
は
ギ
リ
シ
ア
世
界
「
∵
も
二
つ
 
 

の
封
立
、
即
ち
造
形
轟
街
の
「
ア
ポ
ロ
ン
的
塾
術
」
と
音
楽
的
非
形
象
的
塾
術
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
諌
 

1
3
 
 

る
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
塾
術
」
を
認
め
る
。
ア
ヅ
テ
イ
カ
の
悲
劇
は
、
「
デ
ィ
オ
 
 

ニ
ュ
ブ
ス
的
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
ア
ポ
ロ
ン
的
」
な
の
で
あ
る
。
同
じ
ギ
リ
シ
 
 

ア
で
も
ペ
リ
ク
レ
ス
P
e
r
i
c
】
e
Ⅵ
時
代
の
ア
テ
ネ
祀
曾
が
他
と
は
非
常
に
違
っ
た
濁
 
 

白
け
も
の
で
あ
つ
た
事
は
よ
く
言
わ
れ
る
。
そ
れ
が
故
に
「
古
典
的
芙
」
の
特
質
 
 

を
論
じ
て
一
批
評
家
は
そ
れ
を
ア
テ
ネ
敢
曾
に
限
定
し
、
「
紀
元
前
四
〇
四
年
ア
 
 

誌
1
4
 
 

テ
ネ
が
ス
パ
ル
タ
に
屈
服
し
た
年
は
古
典
峯
術
の
最
後
の
日
で
あ
つ
た
」
と
す
る
。
 
 

誅
1
5
 
 

か
く
て
紀
元
前
囚
世
紀
の
美
術
は
「
浪
漫
的
」
と
呼
ば
れ
さ
え
す
る
。
か
く
し
て
 
 

我
々
は
「
古
典
的
」
即
「
歴
史
的
ギ
リ
シ
ア
」
な
る
素
朴
さ
は
捨
て
ね
ば
な
ら
な
 
 
 

ヽ
 
○
 
 

し
 
 
 

「
浪
漫
的
」
で
あ
る
 
「
近
代
」
も
曖
昧
な
概
念
で
あ
る
。
W
●
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
 
 

に
と
つ
て
ダ
ン
テ
 
せ
邑
e
は
「
浪
漫
的
文
壌
の
女
」
 
で
あ
＼
セ
ル
ヴ
ア
ン
チ
 
 

ス
 
C
2
r
喜
－
す
∽
・
ン
エ
ク
ス
ピ
ア
 
S
訂
k
2
琶
冨
カ
ル
デ
ロ
ン
C
監
2
r
O
I
】
は
偉
 
 

大
な
浪
洩
的
作
家
で
あ
る
け
更
に
叉
レ
ヅ
シ
ン
グ
Ⅰ
岳
i
l
】
的
は
「
近
代
的
」
で
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
誅
 

1
6
 
 

●
．
．
 
ぁ
る
が
「
浪
漫
的
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
と
あ
つ
て
は
、
「
近
代
」
に
も
浪
漫
的
 
 

●
●
●
●
 
 

と
非
浪
漫
的
と
が
あ
る
事
を
知
ら
ぬ
ば
な
ら
な
い
。
元
兼
複
雑
な
「
近
代
」
を
軍
 
 

に
「
苗
代
」
と
の
堅
音
於
て
捉
え
よ
う
と
す
る
の
が
無
理
な
の
で
あ
る
G
彼
等
 
 

の
「
キ
リ
ス
ト
教
」
の
概
念
も
極
め
て
素
朴
で
あ
る
。
例
え
ば
ト
3
完
監
き
札
 
 

● 

二
四
 
 
 

、
ン
き
ざ
〕
、
・
1
一
↓
こ
主
、
・
、
、
、
、
：
、
ミ
、
、
き
ミ
．
」
、
、
：
妄
ざ
：
言
、
、
ン
．
ン
、
こ
ミ
、
，
“
∵
里
■
、
－
 
 

誰
1
7
 
 

「
キ
リ
ス
ト
の
血
か
ら
生
れ
た
受
嫌
肇
P
¶
蕩
i
〇
買
b
ど
ヨ
n
L
 
で
あ
ら
う
か
。
哲
人
 
 

の
焉
に
は
地
獄
に
も
喜
ん
で
い
く
オ
ー
カ
ッ
サ
ン
は
十
学
究
よ
り
生
れ
た
花
に
し
 
 

て
は
妙
な
花
で
あ
る
？
ダ
リ
ア
ス
ン
 
周
一
J
．
C
．
G
r
i
e
透
）
H
－
ほ
ハ
イ
ネ
．
の
中
世
文
 
 

詫
ほ
 
 

峯
に
射
す
る
見
方
を
は
げ
し
く
批
刺
す
る
・
重
「
人
冊
精
細
は
ロ
マ
ン
ス
文
畢
の
 
 

中
に
キ
リ
ス
ト
教
が
誹
発
し
静
座
せ
ん
と
し
た
感
情
を
求
め
て
一
つ
の
は
け
口
を
 
 

み
つ
け
た
の
で
あ
る
。
」
ダ
リ
ア
ス
ン
に
と
つ
て
ロ
マ
ン
ス
の
世
絶
と
も
言
わ
れ
る
 
 

十
二
、
三
世
紀
は
既
に
反
キ
リ
ス
ト
教
的
精
柵
が
明
瞭
に
目
ぎ
め
に
時
代
な
の
で
 
 

●
●
●
 
 

あ
り
、
個
人
的
武
勇
、
名
容
の
嘩
想
十
和
へ
で
は
な
く
て
一
女
性
へ
の
熱
烈
な
る
 
 

愛
と
献
身
の
理
想
は
本
質
的
に
キ
リ
ス
ト
教
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
文
中
世
山
 
 

女
性
崇
弄
は
聖
母
崇
拝
に
よ
る
よ
り
も
寧
ろ
ギ
リ
シ
ャ
。
ロ
ー
マ
の
詩
歌
の
精
細
 
 

に
つ
な
が
る
と
す
る
。
確
に
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
 
ス
ウ
イ
ン
バ
ン
 
S
一
訃
l
F
－
r
完
 
を
ま
 
 

9
 
 

○
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
1
 
 

つ
ま
で
も
な
く
「
女
性
」
と
し
て
考
え
る
時
、
蒼
白
き
マ
リ
ア
に
較
べ
て
魅
力
あ
 
 

る
も
の
で
あ
ら
う
。
中
世
を
唯
「
キ
リ
ス
ト
教
」
一
色
に
塗
る
素
朴
さ
は
も
は
や
 
 

不
充
分
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
自
身
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
 
「
苗
代
文
化
」
の
停
播
 

者
だ
つ
㍗
の
で
は
な
い
か
。
 
 

●
0
0
 
 
 

此
慶
に
我
々
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
的
封
立
の
理
論
教
徒
に
歴
史
的
。
古
代
と
近
代
」
 
 

に
あ
て
は
め
、
「
民
族
」
 
「
風
土
」
 
「
宗
教
」
等
と
直
接
結
び
つ
け
る
素
朴
さ
一
ぎ
 
 

●
●
●
 
 

捨
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
類
型
的
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
古
代
ギ
リ
シ
 
 

●
●
●
 
 

ア
の
主
調
音
は
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
的
古
典
的
で
あ
る
事
は
確
で
あ
る
。
「
浪
漫
主
義
 
 

の
一
曙
」
と
呼
ん
だ
「
ギ
リ
シ
ア
末
期
の
」
詩
的
表
現
も
「
近
代
浪
漫
主
義
の
も
の
 
 

で
あ
る
情
緒
の
あ
の
赫
秘
的
溌
さ
、
奇
鶉
な
感
じ
、
深
刻
さ
h
悠
ど
は
持
っ
て
い
な
 
 
 



い
」
し
ブ
ッ
チ
ャ
ー
は
鬼
に
引
用
し
た
書
を
結
ん
で
い
る
ウ
 
ェ
イ
チ
エ
に
と
つ
て
 
 

も
「
ギ
リ
シ
ア
的
デ
ィ
そ
一
ユ
ソ
ス
」
は
「
攣
魔
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
」
か
ら
匿
 
 

詳
2
0
 
 

別
さ
れ
る
。
か
く
て
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
的
理
論
は
「
文
化
類
型
的
概
念
」
と
し
て
生
 
 

命
を
も
た
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
シ
ュ
ト
リ
ッ
ヒ
警
讐
N
S
‡
（
F
 
は
 
 

●
●
 
 

●
●
 
 

「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
を
「
完
成
ぎ
ー
ー
葺
き
ー
ー
g
 
と
無
限
冒
e
コ
（
≡
（
資
材
e
i
叶
」
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
証
 

2
1
 
 

二
つ
の
様
式
の
尉
立
と
認
め
る
。
こ
れ
は
夫
々
「
ド
イ
ツ
浪
漫
派
」
と
↓
ド
イ
ツ
 
 

苗
此
ハ
派
」
の
南
沢
か
ら
出
撃
し
た
統
一
理
念
で
あ
る
が
、
人
間
の
文
化
全
体
に
接
 
 

犬
し
得
る
二
つ
の
類
型
と
み
な
さ
れ
る
ぐ
即
ち
文
垂
の
覆
展
は
人
間
の
「
永
遠
化
 
 

へ
の
意
志
」
の
二
つ
の
現
象
形
式
た
る
こ
の
類
型
の
不
断
の
交
替
と
し
て
把
捉
さ
 
 

れ
る
の
で
あ
る
。
又
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
○
芸
a
l
t
S
p
e
長
－
e
r
 
は
苗
代
ギ
リ
シ
ア
・
 
 

ロ
ー
マ
文
化
の
精
紳
と
西
欧
文
化
み
精
油
と
を
大
々
「
ア
ポ
ロ
的
」
と
「
プ
ア
ウ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
 

2
2
 
 

ス
ト
的
」
と
し
て
封
立
さ
せ
る
。
シ
ェ
フ
ラ
ー
対
空
ナ
S
さ
っ
苛
－
2
1
は
「
ギ
リ
シ
ア
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
 

2
 

精
柚
」
に
射
す
る
「
チ
ア
ィ
ツ
ク
精
油
」
を
考
え
る
。
ア
ー
ノ
ル
ド
賀
註
h
芸
 
 

A
r
ヒ
ム
（
－
の
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
嵩
c
－
訂
‥
－
訂
ヨ
」
 
と
「
ヘ
ブ
レ
イ
ズ
ム
 
H
㌫
岩
訂
り
ヱ
の
 
 

4
 
 

2
 
 

封
立
は
厨
川
自
村
を
通
じ
て
殊
に
我
々
に
親
し
い
、
ノ
然
し
乍
ら
現
在
の
我
一
イ
に
は
、
 
 

時
代
思
潮
そ
の
も
の
の
隆
替
が
必
す
し
も
た
だ
一
つ
の
方
向
に
於
て
堅
苦
ノ
る
南
 
 

極
的
類
型
の
規
則
的
生
父
替
と
し
て
は
把
握
さ
れ
が
た
い
事
を
敢
え
て
く
れ
る
数
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
 

2
 

坐
擦
軸
と
し
て
諸
種
の
垂
術
的
様
式
の
位
置
測
痘
す
ら
行
わ
れ
て
い
る
現
在
で
あ
 
 

証
2
6
 
 

る
。
こ
の
点
で
も
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
理
論
は
た
と
え
文
化
類
形
的
概
念
と
し
て
整
合
 
 

さ
れ
て
も
も
は
や
全
く
「
歴
史
的
」
合
了
包
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
 
 
 

シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
に
あ
つ
て
も
と
も
と
極
め
て
不
整
合
で
あ
つ
た
「
古
典
的
と
浪
 
 

古
典
的
と
浪
漫
的
の
不
整
合
に
つ
い
て
（
涯
遁
）
 
 

漫
的
」
概
念
は
所
謂
「
歴
史
上
特
定
の
一
時
由
∵
に
適
用
き
れ
る
に
至
っ
て
遂
に
 
 

詫
2
8
 
 

詫
2
7
 
 

ブ
ロ
ト
イ
云
的
P
3
t
e
≡
或
は
カ
メ
ー
レ
オ
ン
的
⊥
毒
各
島
l
e
昌
 
佳
祐
を
帯
び
る
 
 

に
至
っ
た
。
今
我
々
は
簡
軍
に
「
歴
史
上
特
定
の
一
陣
瑚
」
と
言
っ
た
が
こ
れ
が
 
 

極
め
て
複
準
で
あ
る
。
上
殿
的
に
言
つ
て
「
古
典
的
時
代
」
と
は
ア
ラ
ン
ス
の
ル
 
 

ィ
十
凹
世
障
代
、
ド
イ
ツ
で
は
ク
ワ
ッ
プ
シ
ュ
ト
ッ
ク
 
空
〇
菩
C
C
k
 
ゲ
ィ
ー
ラ
 
 

ン
ト
宅
i
（
ん
琶
ふ
 
レ
ツ
、
ソ
ン
グ
㌘
乳
H
－
的
等
に
よ
り
地
な
ら
し
さ
れ
た
「
韓
民
文
 
 

畢
」
 
が
ヘ
ル
デ
ル
 
H
e
r
（
訂
サ
 
シ
ル
レ
ル
・
ゲ
ー
テ
等
に
よ
り
世
界
的
理
念
を
得
 
 

る
に
至
っ
た
時
代
、
イ
ギ
リ
入
で
は
ド
ラ
イ
デ
ン
D
－
一
箋
昌
 
ポ
ー
プ
き
七
e
 
を
 
 

中
心
と
す
る
所
謂
 
A
l
肇
盈
琶
A
g
〇
 
と
呼
ば
れ
る
時
代
で
あ
る
。
然
し
こ
の
三
 
 

時
代
は
時
期
脚
、
民
族
的
、
赦
曾
的
條
件
に
な
ん
と
甚
し
い
か
ら
き
が
あ
る
こ
と
 
 

か
。
そ
れ
を
「
古
典
的
」
の
一
本
の
線
で
結
ぼ
う
と
す
る
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
的
古
典
 
 

的
な
る
言
真
の
概
念
が
既
に
不
整
合
な
も
の
で
あ
つ
た
の
に
、
こ
の
「
特
定
の
一
 
 

時
期
一
た
る
「
古
典
姜
義
時
代
」
の
雑
多
ぢ
特
性
の
遺
作
用
を
受
け
、
益
々
多
く
 
 

の
爽
雑
物
に
ふ
く
れ
あ
が
つ
て
凍
た
の
で
か
る
。
嘉
典
的
」
と
は
「
ギ
リ
シ
ア
 
 

的
」
 
「
異
教
的
」
 
「
南
方
約
」
等
々
に
加
え
て
、
「
ラ
シ
ィ
ー
ヌ
的
」
 
「
コ
ル
ネ
 
 

ー
ユ
的
」
 
「
レ
ッ
シ
ン
グ
的
」
 
「
シ
″
レ
ル
的
」
 
「
ゲ
ー
テ
的
」
 
「
ド
ラ
イ
デ
ン
 
 

的
」
 
「
ぷ
ー
プ
的
」
等
々
の
性
格
を
加
え
て
し
ま
つ
た
。
こ
れ
ら
が
暫
に
雅
多
ハ
u
 
 

も
の
で
あ
る
以
外
に
、
も
と
も
と
こ
の
三
時
代
の
何
人
と
控
も
自
ら
の
時
代
を
 
 

「
古
典
的
」
な
る
名
稀
で
呼
ん
だ
も
の
は
い
な
か
つ
た
事
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
か
 
 

い
。
そ
し
て
又
「
思
潮
」
と
し
て
の
古
典
主
義
が
春
尭
し
た
か
ど
う
か
問
題
に
せ
 
 

詫
 2
9
 
 

ら
れ
る
位
で
あ
る
。
ラ
シ
ー
・
ヌ
 
R
駕
㌢
e
や
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
】
．
P
句
C
已
p
i
I
－
e
 
 

を
最
初
に
「
古
典
的
」
と
呼
ん
だ
ヴ
孟
子
ー
ル
く
e
－
薮
r
e
も
最
初
は
「
ル
ィ
十
 
 

二
五
 
 
 



岩
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第
二
巻
 
 
 

●
●
●
 
 

四
世
紀
時
代
の
偉
大
な
才
能
」
と
呼
ん
で
い
た
に
と
ど
ょ
る
し
t
彼
等
に
古
典
的
 
 

な
る
名
構
が
つ
け
ら
れ
「
古
典
主
義
」
な
る
言
真
の
招
魂
た
の
は
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
 
 
 
 
 
託
 

3
0
 
 

以
後
で
あ
る
。
浪
海
主
義
の
意
識
が
「
古
典
的
」
意
識
を
逆
に
つ
′
＼
・
・
n
ソ
出
し
た
と
 
 

言
え
る
。
事
葦
、
問
題
は
「
浪
漫
主
義
」
の
面
に
多
い
っ
以
下
普
通
に
言
わ
れ
て
 
 

い
ろ
「
特
定
の
一
時
魂
」
か
こ
の
場
合
に
も
如
何
に
問
題
を
混
乱
さ
せ
エ
い
る
か
を
 
 

考
え
て
み
よ
う
。
 
 
●
●
●
 
 
 

先
に
我
々
は
歴
史
的
「
ド
イ
ツ
浪
漫
漉
」
は
必
ず
し
も
「
ド
イ
ツ
古
典
派
」
と
 
 

封
立
す
る
も
の
で
は
ナ
、
u
い
事
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
南
淡
と
も
「
辟
蒙
 
 

思
想
A
＝
f
k
l
㌢
－
羞
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
封
立
す
る
点
で
は
共
通
の
地
磐
に
立
っ
 
 

て
い
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
「
啓
蒙
思
惑
」
ぁ
そ
の
主
知
的
傾
向
が
極
端
 
 

●
●
●
●
●
 
 

に
流
れ
、
理
知
の
至
上
構
成
、
所
謂
知
性
の
優
位
 
］
才
i
m
邑
d
認
訂
t
e
〓
e
ぎ
s
 
が
 
 

過
度
に
お
ち
い
り
、
文
蟄
を
教
化
の
手
段
と
し
て
し
か
認
め
な
い
極
端
さ
に
ま
で
 
 

詫
3
1
 
 

進
ん
で
？
垂
術
天
才
と
ば
こ
の
目
的
㌢
明
に
意
識
し
正
確
平
明
な
る
表
現
を
す
る
 
 

も
の
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
事
は
「
美
畢
」
莞
臣
e
t
i
c
が
「
感
覚
の
畢
」
莞
－
 
 

t
訂
賢
p
で
あ
つ
た
こ
と
を
思
え
ば
充
分
で
あ
ら
う
。
「
疾
風
怒
涛
」
諾
〓
言
：
l
n
d
 
 

●
●
●
●
●
●
 
D
r
警
閑
は
此
へ
の
反
撃
だ
つ
た
の
で
あ
り
、
古
典
派
と
浪
漫
派
の
共
通
の
地
盤
 
 

㍗
－
つ
た
の
で
あ
え
て
ド
イ
ツ
浪
漫
派
は
 

ド
イ
ツ
古
典
派
の
精
油
を
縫
廃
し
、
覆
展
 
 

誅
3
2
 
 

せ
し
め
た
と
す
る
見
方
は
コ
ル
ア
 
H
．
ゝ
．
声
（
）
ち
巧
 
始
め
多
く
の
人
々
の
認
く
魔
 
 

で
あ
る
。
「
疾
風
琴
溢
」
時
代
に
較
べ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
浪
漫
派
は
極
め
て
理
知
的
 
 
 
 
 
誅
 

3
3
 
 

で
す
ら
あ
る
。
浪
漫
的
イ
ロ
ニ
ー
r
O
m
ぎ
t
i
s
c
訂
－
ヨ
ー
i
e
や
機
智
論
 
考
i
訂
 
は
 
 

そ
の
証
援
で
も
あ
ら
う
。
又
ル
ソ
ー
杓
原
始
時
代
の
讃
美
は
「
疾
風
怒
涛
」
時
代
 
 

を
通
じ
て
「
浪
塵
涯
」
に
も
頼
い
て
い
る
が
、
寧
ろ
陰
に
退
い
て
文
化
教
養
の
尊
 
 

二
六
 
 

詫
3
4
 
 

塞
が
強
く
表
面
に
出
て
い
る
事
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
「
疾
風
怒
違
」
 
「
ド
 
 

イ
■
ツ
古
典
派
」
 
「
ド
イ
ツ
浪
漫
舐
」
の
虞
相
を
充
分
知
り
、
「
扶
風
怒
蕾
」
に
著
 
 

し
い
性
格
が
無
批
判
に
「
ド
イ
ツ
浪
漫
派
」
の
性
格
と
さ
れ
た
卜
、
む
や
み
に
「
古
 
 

典
派
」
と
「
浪
漫
涯
」
を
執
立
的
に
み
る
事
を
や
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
 
 

我
々
に
輿
え
ら
れ
て
い
る
数
知
れ
ぬ
「
浪
漫
的
播
性
」
は
相
営
巣
合
さ
れ
る
事
が
 
 

揖
凍
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
浪
漫
主
菜
の
漁
は
ド
イ
ツ
紳
秘
思
想
に
も
ル
ソ
ー
に
 
 

も
ヘ
ル
デ
ル
に
も
カ
ン
ト
に
も
見
出
せ
よ
う
が
、
何
よ
り
も
直
接
に
ゲ
ー
テ
に
あ
 
 

る
事
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
f
詳
童
基
註
融
ぎ
：
詳
こ
ざ
温
 
は
ゲ
ー
テ
を
文
 
 

畢
の
指
針
と
す
＆
。
彼
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
理
論
の
欠
く
ぺ
か
ら
ざ
る
素
材
は
ゲ
ー
テ
 
 

で
あ
つ
た
。
「
浪
漫
汲
」
の
そ
の
他
の
人
キ
か
ら
も
如
何
に
ゲ
ー
テ
が
崇
拝
を
受
 
 

け
た
か
を
思
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
の
文
培
に
未
だ
に
建
っ
て
い
た
 
 
 

「
啓
蒙
思
想
」
の
ゲ
ー
テ
に
封
す
る
誹
雄
一
ぎ
排
し
た
の
は
彼
等
で
あ
つ
た
の
で
は
 
 
 

な
い
か
。
 
 
 

勿
論
「
浪
漫
派
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
作
品
に
共
通
な
主
調
音
は
あ
る
に
相
違
 
 

●
●
●
 
 

甘
い
。
然
し
混
乱
の
原
因
は
こ
の
圭
調
音
の
撰
繹
の
し
か
た
に
も
あ
る
。
「
浪
漫
 
 

派
」
の
作
品
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
「
浪
漫
派
特
性
」
を
拾
っ
て
い
う
｝
ち
に
、
既
に
 
 

不
整
合
で
あ
つ
た
「
浪
漫
的
」
概
念
は
更
に
不
整
合
な
「
歴
史
的
」
諸
概
念
を
注
 
 

入
さ
れ
て
ふ
く
れ
あ
が
つ
た
の
で
あ
る
。
ハ
イ
ネ
に
と
つ
て
「
ド
イ
ツ
浪
漫
滅
」
 
 

託
 3
5
 
 

と
は
「
中
世
文
畢
の
再
生
（
詳
ノ
ヨ
e
d
e
r
e
⊇
・
e
C
k
l
書
的
に
他
な
ら
な
い
。
」
然
し
こ
 
 

●
●
●
●
 
 

れ
む
既
に
ダ
リ
ア
ス
ン
を
手
が
か
り
に
反
駁
し
た
よ
う
に
中
世
文
畢
に
は
ハ
イ
ネ
 
 

・
の
考
え
る
よ
う
な
素
朴
な
理
論
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
し
、
ド
イ
ツ
浪
塵
藩
の
キ
甘
 
 

ス
ト
敦
心
酔
に
は
多
分
に
「
啓
蒙
思
想
」
に
射
す
る
反
動
が
あ
る
事
を
見
逃
し
て
 
 
 



は
守
ら
な
い
。
「
浪
漫
汲
」
の
人
々
が
直
接
主
張
し
た
↓
浪
漫
主
義
」
の
さ
ま
ぎ
 
 

ょ
な
特
徴
は
此
等
の
人
々
の
作
品
中
か
ら
後
の
批
評
家
が
拾
い
あ
げ
る
「
浪
漫
的
 
 

特
性
」
と
交
ゎ
ぁ
う
。
必
ず
し
も
「
浪
漫
的
性
格
」
に
の
み
特
有
と
は
言
え
ぬ
も
 
 

の
も
「
浪
漫
派
」
の
一
人
の
も
の
で
あ
る
事
に
よ
り
そ
の
符
牒
が
つ
け
ら
れ
る
事
 
 

も
あ
る
？
塾
術
一
般
に
共
通
な
る
べ
き
性
格
も
「
浪
漫
淡
」
の
一
人
か
主
張
し
た
 
 

●
●
●
 
 

も
の
な
る
が
故
に
浪
漫
的
と
呼
ば
れ
る
事
も
稀
で
は
な
い
。
 
 

誅
3
6
 
 
 

所
謂
「
垂
術
の
た
め
の
塾
術
」
を
浪
漫
主
義
と
結
び
つ
け
る
批
評
家
が
い
る
。
成
 
 

程
「
壁
家
思
想
」
は
峯
術
を
教
化
の
手
段
と
考
え
圭
の
に
封
し
「
浪
漫
派
」
の
人
 
 

々
は
重
荷
の
濁
立
的
償
植
を
強
く
主
張
し
た
事
は
確
で
あ
る
・
℃
叉
有
名
な
「
ル
・
 
 

シ
ツ
ド
論
寧
」
に
み
ら
れ
る
塾
術
の
道
徳
的
、
教
訓
的
、
融
合
的
劾
周
を
重
し
と
 
 

す
る
例
の
勝
利
や
ポ
ワ
ロ
ー
哲
i
訂
t
l
等
と
結
び
つ
け
て
封
立
さ
せ
、
「
古
典
的
 
 

と
浪
漫
的
」
し
」
さ
せ
る
事
も
考
え
ら
れ
な
い
事
で
は
な
い
。
然
し
何
故
「
塾
術
の
 
 

効
用
」
の
拒
否
が
「
浪
漫
王
革
」
な
l
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
拒
否
は
ひ
と
り
浪
海
 
 

主
義
理
論
に
限
る
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
廉
い
意
味
を
「
浪
漫
‡
義
」
に
輿
え
る
事
 
 

●
●
 
 

は
唯
混
乱
の
原
因
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。
塾
術
の
効
用
と
い
つ
て
も
そ
れ
に
謝
す
 
 

る
「
啓
蒙
思
慮
」
の
極
端
な
主
張
の
何
磨
か
「
古
典
的
」
な
の
か
も
．
と
の
事
に
閲
 
 

●
●
 
 

達
し
て
皮
肉
な
の
は
、
「
浪
漫
的
癌
諦
の
曹
」
た
る
プ
ラ
ト
ン
が
塾
術
の
効
用
を
 
 

主
張
し
、
詩
人
を
理
想
幽
豪
か
ら
追
放
し
た
事
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
だ
け
は
 
 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
 
A
訃
F
t
㌻
が
極
め
て
r
浪
漫
的
」
 
で
あ
る
事
で
あ
る
。
次
に
 
 

「
申
脚
砿
感
」
の
間
転
が
あ
る
。
グ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
デ
ル
W
・
H
⊥
ぎ
c
訂
1
】
言
d
e
r
や
ノ
 
 

ブ
ー
リ
ス
ぎ
畠
－
訂
等
に
特
に
著
し
い
聾
術
讃
美
は
宗
教
的
に
ま
で
到
す
る
。
塾
 
 

術
人
の
愛
は
宗
教
的
情
熱
に
ま
で
高
め
ら
れ
、
塾
術
家
の
「
霊
感
」
は
紳
凍
の
も
 
 

古
典
的
と
浪
漫
的
の
不
整
合
に
つ
い
て
（
波
遽
）
 
 

●
●
●
 
 

の
と
さ
れ
る
に
至
る
。
然
し
そ
の
故
に
こ
れ
を
直
ち
に
浪
漫
的
特
徴
と
す
る
事
は
 
 

正
し
い
で
ぁ
ら
う
か
。
「
蔓
感
」
の
停
詮
は
文
拳
と
共
に
古
い
。
ひ
と
り
「
浪
漫
 
 

派
」
の
猫
古
物
で
は
な
い
。
彼
の
ぷ
ー
プ
す
ら
撃
生
胃
レ
ぎ
l
l
計
賢
 
を
氷
り
つ
く
 
 

夜
に
も
時
折
呼
び
起
す
事
も
あ
つ
た
し
、
ド
ラ
イ
デ
ン
も
 
ヨ
忘
無
邑
卜
諷
詠
伽
 
 

「
献
酔
」
で
告
白
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
「
浪
漫
派
」
の
人
々
に
こ
の
「
竪
感
」
 
 

の
問
題
が
強
く
扱
わ
れ
た
の
は
．
キ
リ
ス
ト
教
り
場
合
の
よ
う
に
「
啓
蒙
忠
想
」
 
 

に
謝
す
る
反
動
だ
し
し
見
ら
れ
る
点
も
あ
ら
う
。
こ
れ
を
本
質
的
特
徴
に
数
え
る
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
．
ヒ
↑
－
 
 

手
首
3
 
は
「
浪
漫
泥
」
の
人
々
を
「
ニ
ム
フ
に
憑
か
れ
た
人
々
」
董
m
p
ぎ
ー
e
苫
 
に
引
き
 
 

下
げ
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
次
に
「
象
徴
性
」
の
問
起
が
あ
る
。
「
虞
に
 
 

最
高
の
も
の
無
限
な
る
も
の
一
は
つ
い
に
表
現
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
 
 

詫
3
8
 
 

だ
讐
喩
的
に
の
み
言
い
現
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
美
は
聖
‥
喩
A
こ
（
）
習
r
i
e
で
あ
る
。
」
と
 
 

F
。
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
が
述
べ
、
或
は
兄
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
が
こ
れ
を
受
け
て
「
美
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
許
 

3
9
 
 

無
限
だ
る
も
の
の
象
徴
的
表
現
で
あ
る
。
」
と
言
つ
た
事
な
ど
か
ら
直
に
所
謂
「
象
 
 

徴
主
義
」
を
「
浪
漫
的
内
容
」
と
し
て
し
ま
う
り
成
税
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
的
「
古
代
」
 
 

の
基
音
に
射
し
て
こ
の
よ
う
打
r
も
の
を
封
甘
さ
せ
る
事
は
出
凍
よ
う
。
然
し
既
に
 
 

示
唆
し
た
如
く
複
雑
雑
多
な
「
近
代
」
を
「
古
代
」
に
封
立
せ
し
め
、
そ
れ
を
簡
 
 

軍
に
「
浪
漫
的
」
と
呼
ぷ
事
は
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
諸
例
が
そ
の
 
 

一
端
空
所
す
と
思
う
が
、
か
く
し
て
「
浪
漫
的
」
概
念
は
轟
々
難
物
に
ふ
く
れ
あ
 
 

が
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

問
題
は
「
ド
イ
ツ
浪
漫
派
」
の
中
に
だ
け
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
 
 

R
宅
〓
誓
首
肯
∴
カ
e
＜
i
ノ
已
 
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
更
に
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
 
 

R
〇
諾
ぎ
t
i
c
カ
e
ユ
表
l
 
と
言
っ
て
も
ワ
ズ
ワ
ス
 
ノ
く
○
乙
s
一
書
r
t
h
 
コ
ウ
ル
レ
ッ
ジ
 
 

二
七
 
 
 



ュ 
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藤
一
一
巻
 
 
 

C
乞
罵
i
d
駕
バ
イ
ロ
ン
B
軍
ヨ
一
連
か
「
浪
漫
重
義
」
の
旗
賊
を
高
く
掲
げ
た
り
t
 
 

自
ら
を
二
古
芦
警
t
i
c
s
と
呼
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
も
と
自
国
語
で
あ
っ
 
 

た
r
（
）
岩
音
告
 
が
ド
イ
ツ
に
渡
っ
て
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
的
概
念
を
得
て
再
び
イ
ギ
リ
 
 

ス
に
踵
つ
で
も
、
そ
の
新
し
い
意
味
は
な
か
な
か
英
語
に
な
じ
ま
な
か
つ
た
の
で
ノ
 
 

あ
る
。
一
八
二
四
年
十
月
持
ぎ
Q
喜
芝
電
～
璧
h
訂
乱
八
ぎ
に
W
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
の
 
 

著
書
の
彿
謬
昏
毎
払
札
Q
 
h
丸
註
邑
ミ
Q
守
白
ヨ
註
q
莞
（
T
・
。
Ⅰ
乙
昌
－
0
0
一
旦
を
論
じ
て
 
 

文
峯
理
論
的
意
味
で
の
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
を
紹
介
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
 
 

て
し
て
そ
の
脚
誰
に
ス
ク
ー
ル
夫
人
が
イ
ギ
リ
ス
の
人
々
に
こ
の
事
を
知
ら
せ
て
 
 

く
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
パ
リ
で
牽
禁
に
な
つ
て
い
た
．
9
こ
．
岳
す
真
吾
は
一
 
 

八
一
三
年
ロ
ン
ド
ン
で
再
版
さ
れ
て
人
気
を
呼
ん
だ
ら
し
く
、
当
訂
」
迂
ぎ
㌢
i
首
 
 

R
茎
i
2
ノ
づ
 
が
早
速
こ
れ
を
諦
介
し
て
い
る
が
肝
心
の
「
古
典
的
文
革
と
浪
漫
的
文
 
 

革
」
の
章
に
は
慣
れ
七
い
な
い
。
一
八
一
六
年
同
誌
に
ハ
ズ
リ
ッ
ト
 
H
欝
】
i
旨
は
 
 

0
 
 

4
 
 

W
．
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
の
英
繹
を
紳
介
し
て
、
「
古
荒
と
浪
漫
的
」
窪
に
ま
 
 

と
め
て
述
べ
て
い
る
。
然
し
そ
の
ハ
ズ
リ
サ
ト
も
＝
T
訂
ノ
ヨ
ロ
t
e
r
｝
軌
べ
已
e
、
、
で
シ
 
 

ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
を
「
悲
劇
的
」
t
r
a
．
号
「
喜
劇
的
」
e
■
）
m
i
c
「
浪
漫
的
」
r
O
m
ぎ
 
 

t
訂
と
分
け
て
考
え
た
場
合
の
「
浪
漫
的
」
は
 
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
的
概
念
以
前
の
意
 
 

味
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。
叉
ド
イ
ツ
文
革
の
紹
介
者
で
も
あ
り
、
極
め
て
哲
畢
 
 

誅
彪
 
 

的
思
索
傾
向
の
著
し
か
つ
た
コ
ウ
ル
レ
ゥ
ジ
す
ら
も
極
め
て
無
園
心
で
あ
つ
た
。
 
 

カ
ー
ラ
イ
ル
 
C
讐
－
y
訂
も
R
S
警
t
i
c
i
s
什
又
は
R
O
m
ぎ
賢
哲
h
書
】
な
る
言
乗
 
 

は
用
い
て
い
ネ
が
、
機
械
的
使
用
で
あ
り
、
寧
ろ
T
h
e
穿
w
哲
h
O
C
－
と
し
て
 
 

↓
浪
漫
派
」
を
呼
ん
で
い
る
方
が
多
い
。
彼
が
 
C
訂
s
i
e
i
s
ヨ
 
な
る
言
糞
を
つ
く
 
 

託
凝
 
 

り
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
も
C
a
t
F
つ
l
i
c
i
明
m
－
哲
已
i
m
昌
t
已
i
菖
－
 
 

二
八
 
 
 

（
軒
－
1
舞
竪
s
m
等
と
封
違
約
関
係
に
糾
い
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ア
ー
ノ
ル
 
ド
に
と
つ
て
C
－
芸
…
c
訂
ヨ
と
は
「
地
方
的
根
性
」
ヲ
 

C
ま
罠
i
已
i
s
m
と
封
立
す
る
 
 

註
4
4
 
 

詫
4
5
 
 

も
の
な
の
で
あ
る
。
結
局
ペ
ー
ク
ー
に
至
る
ま
で
は
本
格
的
に
「
古
典
的
と
浪
漫
 
 

的
」
の
問
怒
を
論
じ
て
い
る
も
の
一
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

旬
－
‥
＝
て
ぎ
∴
 
さ
ミ
、
子
、
、
き
ヌ
ー
ざ
こ
、
．
こ
、
ご
、
、
ミ
ミ
一
こ
、
／
ノ
ミ
、
、
∋
こ
ミ
ミ
ミ
ミ
 
 

h
さ
一
や
室
軍
料
鼠
」
ぎ
挙
§
註
意
等
が
十
八
世
紀
に
既
に
存
在
し
、
大
陸
の
「
一
浪
 
 

漫
瀕
」
に
非
常
な
影
響
を
輿
え
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
軒
。
宗
 
 

ワ
ズ
ワ
ス
、
コ
ウ
ル
レ
ッ
ジ
、
バ
イ
ロ
ン
、
シ
ェ
リ
ィ
 
S
訂
若
y
 
キ
ー
プ
舛
2
a
訂
 
 

等
の
存
在
は
ど
こ
の
観
に
も
劣
ら
ぬ
所
謂
「
浪
漫
主
義
曙
代
」
と
言
え
よ
う
。
然
 
 

し
そ
れ
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
に
見
ら
れ
る
享
フ
な
「
浪
漫
圭
琴
」
の
族
臓
の
下
 
 

●
●
●
 
に
於
け
る
遅
効
で
は
な
か
っ
た
。
彼
等
の
▲
浪
漫
的
性
格
は
「
浪
漫
主
義
」
を
一
つ
 
 

の
全
欧
州
的
「
思
潮
」
と
み
て
後
の
人
々
が
つ
け
た
符
牒
な
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
 
 

T
h
e
甥
e
一
＜
哲
h
O
已
と
か
ゴ
話
甥
e
ノ
ノ
、
P
（
）
e
t
i
c
已
若
訂
〇
－
′
と
か
と
呼
ば
る
べ
き
雑
 
 

多
な
性
格
の
人
々
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
後
か
ら
「
浪
漫
的
」
な
る
辟
で
結
び
つ
 
 

●
●
●
 
 

け
た
の
で
あ
る
っ
既
に
不
整
合
な
「
浪
漫
的
」
概
念
は
更
に
こ
の
浪
漫
的
な
る
符
 
 

牒
を
つ
け
ら
れ
る
 
T
h
e
呈
e
ノ
く
哲
h
0
0
1
 
の
逆
作
用
に
よ
つ
て
益
々
不
重
合
さ
を
 
 

檜
し
た
の
は
常
然
で
あ
る
。
か
く
し
て
ス
コ
ッ
▲
ト
の
す
べ
て
が
、
．
ワ
ズ
ワ
ス
の
す
 
 

べ
て
が
「
浪
漫
的
」
符
牒
を
つ
け
ら
れ
、
逆
に
こ
れ
こ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
の
作
品
の
 
 

何
虞
に
も
見
ら
れ
な
い
か
ら
「
浪
漫
的
」
と
は
言
え
ぬ
と
さ
れ
る
に
至
る
。
バ
イ
 
 

ロ
ン
の
す
べ
て
が
、
シ
ェ
リ
イ
の
す
べ
て
が
「
浪
漫
的
」
色
枇
鏡
で
見
ら
れ
る
に
 
 

至
る
。
ル
ソ
ー
の
す
べ
て
が
「
浪
漫
的
」
な
の
で
あ
り
、
「
反
ル
ソ
ー
的
」
す
べ
 
 

て
が
「
古
典
的
」
で
あ
る
素
朴
左
程
論
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
の
如
何
に
多
い
事
 
 
 



。
 
 

●
 
●
 
●
 
 
 

託
亜
 
 

ワ
ズ
ワ
ス
の
「
詩
碍
諭
二
－
付
記
t
i
e
守
訂
苧
Ⅰ
－
－
【
の
何
が
浪
漫
的
で
あ
ら
う
か
。
 
 

彼
は
修
辞
的
虚
飾
に
み
ち
た
「
詩
語
」
を
し
り
ぞ
け
、
田
夫
野
人
の
去
声
糞
を
選
べ
 
 

と
言
う
っ
そ
こ
に
多
少
伊
反
動
的
主
張
も
認
め
ら
れ
る
が
、
詩
材
土
辞
語
と
の
相
即
 
 

不
離
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
散
文
語
と
詩
語
の
甚
し
い
分
鮭
盲
誹
難
 
 

し
た
の
で
あ
 

れ
る
時
代
の
 
訂
3
i
c
e
竜
訂
訂
 
に
野
T
る
反
封
の
故
で
あ
る
と
す
る
の
か
。
然
 
 

し
そ
の
詩
形
を
固
執
す
る
何
慶
か
「
右
奥
的
」
な
の
か
。
本
論
の
主
旨
に
も
そ
む
 
 

く
誤
解
の
多
い
言
い
ま
わ
し
を
使
え
ば
、
そ
の
点
 
「
詩
語
論
」
 
は
よ
り
 
「
古
典
 
 

的
」
で
す
ら
あ
り
得
る
。
停
統
破
壊
の
精
油
は
「
浪
漫
長
峯
」
の
み
の
特
性
で
は
あ
 
 

る
ま
い
。
停
統
や
構
成
に
勤
し
て
屈
従
的
で
あ
る
の
が
「
古
典
的
」
な
の
か
。
「
絶
 
 

詫
4
7
 
 

て
の
足
に
同
じ
靴
一
ぎ
は
か
せ
よ
ぅ
」
と
す
る
の
が
「
古
典
的
」
な
の
か
。
「
擬
古
 
 

典
主
義
 
P
s
e
已
写
e
】
p
軋
c
i
s
言
」
 
な
る
言
薫
こ
そ
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ら
 
 

う
。
T
h
e
A
l
率
互
讐
－
眉
2
を
無
批
判
に
「
古
胤
ハ
的
」
と
し
そ
れ
に
掛
立
す
る
も
 
 

の
に
「
浪
漫
的
ご
元
る
名
を
冠
す
る
素
朴
さ
を
止
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
ス
コ
ッ
ト
 
 

や
バ
イ
ロ
ン
が
如
何
一
粒
 
h
e
⊇
i
e
 
c
0
1
乞
e
訂
を
好
ん
で
用
い
た
か
を
思
い
合
せ
て
 
 

も
よ
い
。
詩
語
と
散
文
語
の
換
学
芸
姦
し
た
点
は
む
し
ろ
後
s
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
 
 

的
で
は
な
い
か
っ
常
時
と
し
て
は
あ
ま
り
に
「
突
飛
な
苦
塩
不
可
能
な
」
と
の
意
 
 

味
で
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ル
以
前
の
「
辞
書
的
意
味
」
（
こ
れ
は
後
記
す
る
）
で
あ
る
の
 
 

な
ら
論
外
で
あ
る
。
 
 
 

ワ
ッ
ツ
ノ
彗
邑
訂
－
ロ
u
冬
J
〓
 
は
浪
漫
主
義
を
「
驚
異
の
復
活
」
べ
h
2
R
つ
l
変
言
－
↑
 
 

8
 
 

註
4
 
e
e
O
f
W
毒
す
だ
と
解
樺
す
る
っ
テ
ィ
ー
ク
T
i
2
e
群
が
b
電
笥
鼓
さ
詳
し
評
1
 
 

古
典
的
と
浪
漫
的
の
不
整
合
に
つ
い
て
（
渡
達
）
 
 

ゥ 訂
づ
と
そ
の
癖
篇
を
「
浪
漫
的
作
品
褒
∵
詳
重
き
置
首
ぶ
宣
斉
皆
ぎ
童
旨
」
 
と
し
て
 
 

出
版
し
、
そ
の
題
名
に
つ
い
て
述
べ
で
「
不
思
議
な
も
の
 
（
】
慧
W
l
l
n
計
1
b
警
汀
‥
 
 

を
強
調
し
て
い
る
事
に
も
通
す
る
。
然
し
ハ
ー
フ
ォ
ド
（
い
昼
●
｝
Ⅰ
焉
叫
○
邑
は
「
ス
 
 

註
4
9
 
 

コ
ッ
ト
の
世
界
」
を
示
し
て
く
れ
な
い
と
て
 
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
ブ
リ
ュ
ン
チ
ュ
ー
 
 

ル
の
有
名
な
「
浪
漫
主
義
は
何
よ
り
豊
人
主
義
の
翳
昌
我
の
姦
 
 

解
放
－
√
司
ぎ
C
肯
註
昌
⊇
什
i
㌢
e
 
e
t
各
s
〇
－
完
（
訂
｝
書
こ
も
次
の
如
き
y
・
も
・
ル
 
 

「
し
か
し
浪
漫
主
薬
の
貴
重
互
る
例
 
 

カ
ス
 
訂
盃
エ
に
よ
ら
否
定
さ
れ
る
！
 
 

で
あ
る
 
彗
訂
L
き
墨
ざ
え
』
頴
§
．
莞
づ
 
は
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
ら
う
か
。
逆
に
 
 

エ
ゴ
テ
ィ
ズ
ム
に
反
射
の
説
教
で
は
な
い
か
。
ス
コ
ッ
ト
の
場
合
は
？
キ
ー
ツ
は
 
 

圭
1
 
 

き
〓
5
 
 

？
」
 
「
過
剰
な
る
も
の
は
す
べ
て
詩
的
で
あ
る
」
な
る
態
度
を
浪
漫
的
と
す
れ
ば
 
 

「
フ
ェ
ド
ル
増
諾
d
r
e
の
情
熱
は
？
エ
デ
ィ
パ
ス
ロ
崇
p
l
l
S
の
恐
怖
は
？
・
」
と
反
 
 

論
を
生
む
。
こ
れ
ら
が
「
浪
漫
主
義
」
を
め
ぐ
る
論
寧
の
泥
沼
の
言
わ
ば
「
ど
ん
 
 

底
」
で
ぁ
あ
る
。
「
浪
漫
的
」
符
牒
に
ふ
さ
わ
し
い
如
何
な
る
作
家
も
天
遁
か
ら
 
 

爪
先
ま
で
「
浪
漫
的
」
で
あ
ら
う
筈
が
な
い
で
は
な
い
か
。
我
々
に
は
作
家
或
は
 
 

作
品
を
通
し
て
「
浪
漫
的
」
或
は
「
浪
漫
圭
誼
」
な
る
言
葉
で
な
く
て
は
表
現
出
 
 

■
●
●
●
 
 

魔
王
い
文
嚢
理
論
上
の
あ
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
「
古
 
 

典
的
」
の
場
合
も
全
く
同
様
で
あ
ら
う
。
 
 
 

「
ド
イ
ツ
の
浪
漫
派
」
は
フ
ラ
ン
ス
で
こ
の
同
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
 
 

と
は
何
か
全
く
別
の
も
の
で
あ
つ
た
」
 
と
 
ハ
イ
ネ
は
そ
の
b
計
」
ざ
き
会
誌
打
き
 
 

2
 
 

5
 
 

」
警
ぎ
訂
を
始
め
て
い
る
。
所
謂
T
．
辞
さ
）
e
ゴ
誓
t
i
O
H
】
「
人
生
を
行
動
に
於
て
み
 
 

る
」
気
質
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
ド
イ
ツ
人
の
所
謂
｛
ぎ
邑
革
な
ど
は
理
解
し
に
く
 
 

い
も
の
で
あ
り
、
如
何
へ
与
る
時
代
に
も
ル
ィ
十
四
世
紀
時
代
U
J
陰
が
尾
を
引
い
て
 
 

二
九
 
 
 



岩
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い
る
。
ヴ
ォ
ー
ン
C
，
声
く
a
⊂
各
呂
は
言
う
 
－
1
「
ラ
テ
ン
語
囲
は
ド
イ
ツ
や
ィ
ギ
 
 

●  

●
●
●
●
●
 
 

●
●
●
 
 

リ
ス
よ
り
邁
に
古
典
的
停
統
に
根
深
く
縛
ら
れ
て
い
た
の
で
ふ
∵
り
、
浪
漫
主
義
痙
 
 

●
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詳
5
3
 
動
に
掴
ま
れ
る
の
は
す
つ
と
後
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
ご
し
か
も
こ
の
「
浪
漫
主
 
 

義
運
動
ヒ
e
m
昌
く
e
ヨ
e
各
月
毒
彗
t
耳
完
な
ど
と
言
づ
七
も
常
時
の
一
般
の
人
々
に
 
 

は
何
ら
明
確
仁
も
の
で
な
か
っ
た
事
は
デ
ュ
プ
ユ
イ
b
三
J
已
s
と
コ
ト
ネ
 
C
？
 
 

誅
5
4
 
 

冨
e
t
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
跡
が
敢
え
て
く
れ
る
っ
浪
漫
重
義
髄
評
の
批
評
家
の
 
 

多
い
の
も
こ
の
観
で
あ
る
。
シ
ャ
ル
ル
・
モ
オ
ラ
ス
 
C
訂
r
】
つ
Ⅵ
害
竺
r
】
・
慧
 
に
と
 
 

っ
て
浪
漫
主
義
と
は
フ
ラ
ン
ス
文
明
の
古
典
的
停
統
を
破
壊
し
た
も
の
で
あ
り
、
 

外
囲
に
豪
亜
し
フ
ラ
ン
ス
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
シ
ャ
ト
オ
 
 

ブ
リ
ア
ン
の
如
き
「
ケ
ル
ト
描
画
」
は
似
而
非
ア
デ
ン
ス
精
油
で
ぁ
る
q
ジ
ョ
ル
 
 

●
●
●
 
 

ジ
ー
サ
ン
ド
G
つ
弓
g
e
許
ロ
d
も
ス
タ
ー
ル
夫
人
も
ル
ソ
ー
も
外
国
人
に
す
ぎ
な
 
 

詫
5
5
 
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
ル
イ
・
レ
ィ
ノ
ー
㌃
l
l
i
s
R
e
y
ヒ
竺
d
 
に
と
ウ
て
浪
漫
壬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詫
5
6
 
 

義
と
は
本
質
的
に
A
義
】
守
㌘
ヨ
J
彗
i
膏
e
の
現
象
な
の
で
あ
る
。
或
は
又
浪
漫
主
 
 

謀
5
7
 
 

去
と
は
「
感
情
旬
無
秩
序
」
（
訂
弓
d
r
e
s
e
n
t
i
房
吉
l
な
り
と
言
う
批
評
家
も
あ
れ
 
 

ば
「
感
情
的
乱
賑
讐
a
r
C
h
i
ヱ
と
す
る
1
b
の
も
い
る
。
 
 
 

「
古
典
的
な
る
も
の
は
健
全
な
る
も
の
で
、
浪
漫
的
な
る
も
の
は
病
的
な
も
の
 
 

8
 
 

詫
5
 
で
あ
る
」
と
は
有
名
な
言
菜
で
あ
る
。
「
浪
漫
主
義
」
に
射
す
る
酷
評
は
こ
の
「
病
 
 

的
な
こ
ら
の
」
に
勤
し
て
の
み
焦
点
が
向
け
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
「
浪
漫
的
反
動
 
 

は
健
康
で
あ
る
。
戯
し
大
低
の
反
動
の
よ
う
に
や
が
て
突
飛
な
も
の
に
な
り
、
順
 
 

話
5
9
 
 

攻
不
健
康
な
も
の
な
つ
た
」
と
ル
ー
カ
ス
は
言
う
。
浪
漫
壬
諒
が
反
動
で
あ
る
か
 
 

ど
う
か
は
問
題
で
ぁ
る
と
し
て
も
、
「
突
飛
に
な
り
不
健
康
に
な
つ
た
も
の
」
に
 
 

●
●
●
●
●
 
 

の
み
目
を
向
け
て
は
正
し
い
解
繹
は
生
れ
な
い
。
「
啓
蒙
時
代
」
の
ひ
か
ら
ぴ
た
 
 

一
ニ
C
 
 
 

理
性
く
e
r
n
t
－
詫
t
が
ど
の
よ
う
に
「
不
健
康
」
な
も
の
に
な
つ
た
か
を
思
い
出
す
 
 

べ
き
で
あ
る
。
「
規
矩
」
d
e
e
C
r
u
ヨ
を
後
生
大
事
と
崇
め
奉
ら
「
気
持
の
よ
い
言
 
 

い
ま
わ
し
岩
r
完
a
b
－
e
t
弓
巳
を
競
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
所
謂
「
擬
古
典
王
墓
時
代
L
 
 

の
故
に
「
古
典
的
」
な
る
も
の
を
誹
る
愚
に
似
て
い
る
。
「
フ
ラ
ン
ス
の
浪
漫
重
 
 

義
は
古
典
主
義
的
専
制
に
謝
す
る
反
抗
と
い
う
以
外
に
は
多
く
の
理
論
を
持
っ
て
 
 

誌
6
0
 
 

い
な
い
と
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
中
島
健
蔵
氏
は
言
う
。
成
程
ユ
ー
ゴ
ー
く
i
〔
■
t
毒
 
 

H
亡
誓
の
苧
箋
焉
叫
～
序
文
は
フ
ラ
ン
ス
 
「
古
典
主
義
」
に
射
す
る
痛
烈
な
反
 
 

●
●
●
 
 

撃
に
満
ち
て
い
る
。
然
し
「
反
撃
」
が
浪
漫
的
な
の
で
あ
ら
う
か
。
我
々
は
既
に
 
 

●
●
 
 

ワ
ズ
ワ
ス
の
詩
論
で
喝
れ
た
如
く
そ
れ
自
体
何
ら
「
浪
漫
的
」
で
は
甘
い
。
「
古
 
 

此
ハ
主
義
的
専
制
に
封
す
る
反
抗
」
と
言
う
場
合
の
「
古
典
‡
義
」
と
は
［
啓
蒙
思
 
 

想
」
の
臭
気
芥
々
た
る
「
擬
古
此
ハ
主
義
」
或
は
こ
れ
に
準
す
る
も
の
で
な
く
て
な
 
 

ん
で
あ
ら
う
。
と
同
時
に
如
何
に
フ
ラ
ン
ス
的
特
徴
を
考
慮
に
い
れ
て
も
、
こ
れ
 
 

に
反
抗
す
る
「
浪
漫
主
義
」
に
の
み
浪
漫
主
義
を
代
表
さ
せ
る
事
は
不
充
分
で
あ
 
 

ら
う
0
 
 

●
●
 
 
 

サ
ン
、
ト
・
ブ
ゥ
≠
1
は
一
言
シ
ー
ト
「
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
 
は
古
典
作
家
で
あ
ら
う
 
 
●
●
 
 

か
。
勿
論
で
あ
る
。
彼
は
今
日
英
国
人
に
と
つ
て
も
世
界
全
体
に
と
つ
て
も
古
典
 
 

作
家
で
ぁ
る
。
け
れ
ど
も
ぷ
ー
ブ
の
時
代
で
は
そ
う
で
な
か
つ
た
。
そ
の
時
代
及
 
 

び
ぷ
ー
プ
の
死
め
翌
日
ま
で
は
．
英
団
の
古
典
作
家
と
い
え
ば
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
で
 
 

な
く
ぷ
ー
プ
及
び
そ
の
友
人
遵
で
あ
つ
仁
。
然
ら
ば
ぷ
ー
ブ
は
英
鞄
店
典
作
家
で
 
 

は
な
か
ら
う
か
っ
そ
う
で
は
あ
る
。
け
れ
ど
も
第
二
流
の
古
典
で
あ
る
。
即
ち
似
 
 

註
6
1
 
 

而
非
な
る
古
典
作
家
で
J
の
る
ご
こ
の
場
合
「
古
典
的
」
概
念
は
も
は
や
今
ま
で
の
 
 

「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
論
挙
を
超
越
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
謝
す
る
「
浪
漫
的
」
 
 
 



概
念
は
ス
タ
ン
ダ
ー
．
ル
 
Ⅵ
t
e
〕
d
訂
－
に
よ
つ
て
補
わ
れ
る
。
即
ち
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
 
 

ス
ム
と
は
習
慣
、
信
仰
に
な
ん
の
欒
化
も
輿
え
や
▲
に
出
凍
る
だ
け
の
楽
み
を
人
々
 
 

に
輿
え
る
こ
と
の
揖
凍
る
文
畢
を
提
供
す
る
方
法
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
ィ
ス
イ
ズ
ム
 
 

と
は
逆
に
彼
等
の
骨
組
父
蓮
に
出
凍
る
だ
け
の
楽
み
を
輿
え
た
も
の
を
彼
等
に
提
 
 

註
紹
 
 

供
す
る
。
」
そ
し
て
「
こ
の
よ
う
に
し
て
ロ
マ
ン
テ
ィ
ス
ム
の
根
本
原
理
に
従
う
人
 
 

々
は
次
々
に
『
古
典
的
』
と
打
丁
り
、
あ
ら
ゆ
る
観
の
人
々
に
よ
つ
て
つ
く
ら
れ
て
 
 

い
る
共
通
の
連
盟
－
官
話
 
（
か
く
し
て
こ
れ
は
稚
え
や
檜
如
し
て
い
く
わ
け
で
あ
 
 

る
が
）
 
に
加
り
音
一
昔
完
成
へ
と
近
づ
く
へ
」
か
く
し
て
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
と
 
 

は
全
く
時
代
と
共
に
移
り
い
く
概
念
と
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
立
派
な
聾
術
は
そ
の
樺
 
 

代
で
は
「
浪
漫
的
」
な
の
で
ぁ
る
。
 
 
 

文
一
方
ジ
ィ
ド
A
巳
（
肯
か
（
〕
㌢
訂
 
の
場
合
「
浪
漫
的
」
な
る
も
の
は
克
服
さ
れ
ね
 
 

ば
写
ら
な
い
も
山
と
し
て
考
え
ら
れ
え
て
1
1
「
古
典
的
な
聾
術
作
品
は
内
部
の
ロ
 
 

マ
ン
テ
ィ
ス
ム
に
謝
す
る
秩
序
と
節
度
と
の
防
利
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
服
推
 
 

せ
し
め
ら
れ
に
も
の
が
最
初
に
坂
道
の
度
が
強
け
れ
ば
強
い
だ
け
作
品
は
一
段
と
 
 

詫
6
3
 
 

美
し
い
も
の
た
な
る
。
」
か
く
し
て
「
古
典
的
」
は
「
擬
古
典
的
」
か
ら
救
わ
れ
る
 
 

で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
同
じ
事
が
「
浪
漫
重
義
」
の
側
か
ら
旦
亨
見
る
。
「
常
 
 

に
愛
化
し
ゆ
く
精
紳
を
持
っ
て
進
み
、
し
か
も
猶
過
去
の
時
代
に
、
言
わ
ば
古
典
 
 

●
●
 
 

の
中
に
、
見
事
に
∴
は
し
と
げ
ら
れ
仁
も
の
の
雅
致
を
と
ど
め
る
こ
と
が
眞
の
浪
漫
 
 

●
－
●
 
 

●
 
●
 
 

詰
6
4
 
 

主
義
の
問
題
で
あ
る
」
と
ぺ
ー
ク
ー
は
説
く
．
J
彼
に
と
つ
て
塾
術
に
於
け
る
浪
漫
的
 
 

特
性
を
構
成
す
る
も
の
は
先
に
奇
典
s
ぎ
義
2
e
S
S
を
加
え
る
事
で
あ
ト
、
美
の
 
 

欲
求
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
萄
術
的
構
成
中
の
固
定
し
た
要
素
で
あ
る
か
ら
、
浪
漫
的
気
 
 

質
か
構
成
す
る
も
の
は
こ
の
美
の
欲
求
に
「
飽
く
な
き
追
求
心
c
≒
訂
i
ギ
」
を
加
 
 

古
典
的
と
浪
亀
的
の
不
整
合
に
つ
い
て
（
渡
蓬
）
 
 

え
る
事
で
み
る
。
「
こ
の
浪
漫
的
性
描
を
構
成
す
る
も
の
が
均
衡
を
ひ
ど
く
失
う
 
 

一   

●
●
 
 

時
、
峯
術
に
於
る
グ
ロ
テ
ス
ク
■
、
住
も
の
を
生
む
が
、
奇
異
と
美
の
結
合
が
非
常
に
 
 

困
難
で
夜
寒
な
條
件
の
下
に
首
‥
砲
よ
く
完
全
で
あ
る
場
合
、
そ
こ
か
ら
生
す
．
る
実
 
 

は
こ
の
上
な
く
魅
力
あ
る
も
の
で
あ
る
。
」
か
く
し
て
浪
漫
主
義
も
「
病
的
な
も
の
 
 

（
音
声
尋
】
訂
」
か
ら
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
魔
で
我
々
は
ジ
イ
ド
の
場
合
 
 

と
同
様
、
も
は
や
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
を
め
ぐ
る
論
軍
は
各
自
固
有
の
塾
術
理
 
 

論
を
表
現
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
に
気
づ
く
の
で
ぁ
る
。
 
 

か
く
し
て
又
々
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
概
念
は
更
に
多
－
～
の
雑
物
に
ふ
く
れ
上
る
 
 

わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

文
整
理
論
上
の
用
語
の
殆
ど
す
べ
て
が
一
方
に
於
て
「
通
俗
的
意
味
」
を
持
っ
 
 

て
い
る
。
こ
れ
が
文
嬰
史
家
の
悔
の
重
大
な
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
指
摘
さ
れ
 
 

る
。
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
を
め
ぐ
る
論
寧
も
こ
の
通
俗
的
意
味
に
よ
つ
て
複
雑
 
 

5
 
 

6
 
 

る
。
ュ
ユ
 

な
も
の
に
さ
れ
て
い
デ
プ
イ
と
コ
ト
ネ
の
解
捧
は
嘗
に
よ
く
こ
の
混
合
の
 
 

倦
の
見
本
を
示
し
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
十
九
世
紀
三
・
囲
十
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
人
 
 

の
悩
な
の
だ
が
、
今
の
我
イ
と
蛙
も
腺
肯
切
れ
な
い
悩
で
ゐ
る
っ
 
「
圭
一
致
揖
法
 
 

則
」
を
無
税
す
る
事
が
浪
漫
的
な
の
で
ふ
∵
り
、
演
劇
上
の
事
に
限
ら
れ
る
と
思
い
 
 

■
●
●
 
 

●
■
●
 
 

こ
ん
で
い
た
こ
の
二
人
の
田
舎
紳
士
は
浪
漫
的
詳
、
古
典
的
詩
、
浪
漫
的
小
論
、
古
 
 

典
的
小
論
等
が
存
在
し
、
た
つ
た
一
行
で
も
気
分
次
第
で
は
浪
漫
的
と
古
典
的
で
 
 

も
あ
る
場
合
が
み
る
と
知
う
て
驚
い
て
し
ま
う
。
彼
等
の
涙
ぐ
ま
し
い
追
求
は
此
 
 

磨
か
ら
始
る
。
金
料
玉
條
た
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
も
此
填
で
は
役
立
た
な
い
。
遊
 
 

戯
と
眞
覿
、
美
と
醜
、
滑
稽
と
恐
怖
、
言
菓
を
攣
え
れ
ば
貴
劇
と
悲
劇
と
の
韓
携
 
 

な
の
だ
と
思
う
。
だ
が
こ
の
考
え
も
一
年
と
は
凄
か
な
い
。
常
時
流
行
の
「
イ
ギ
 
 

三
一
 
 



的
だ
と
言
え
る
。
し
て
み
れ
ば
典
型
的
な
る
浪
漫
主
菜
的
塾
術
 
 

在
す
る
以
上
、
浪
漫
的
な
る
も
の
も
叉
同
時
に
典
型
的
で
あ
り
 
 

此
度
に
我
々
は
古
典
的
な
概
念
が
 
ア
ウ
″
ス
・
グ
リ
ウ
ス
 
A
l
l
F
二
㌢
妄
∈
の
 
 

岩
手
大
学
撃
整
拳
部
研
究
年
報
 
第
二
巻
 
 
 

リ
メ
か
ぶ
れ
」
の
若
い
一
婦
人
の
 
ぎ
i
】
…
E
賢
e
r
〇
彦
鼓
雀
e
－
ま
を
！
ロ
マ
 
 

●
●
●
●
 
 

ン
チ
ッ
ク
な
場
所
！
の
叫
び
に
二
人
の
困
惑
は
頂
点
に
達
す
る
。
次
に
「
浪
漫
主
 
 

義
」
と
は
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
演
劇
の
模
倣
、
文
築
上
の
一
形
式
g
喜
e
 
F
i
s
・
1
 
 

賢
者
嵩
晋
1
r
e
i
註
記
そ
し
て
次
に
は
哲
拳
か
政
治
経
磨
畢
の
体
系
と
肯
丁
り
、
は
 
 

て
は
髪
を
剃
ら
ハ
仏
い
事
、
非
常
に
糊
の
き
い
た
廉
い
縁
取
り
の
つ
い
た
チ
ョ
ッ
キ
 
 

を
着
る
事
、
否
喋
く
撃
沈
叫
す
る
夙
、
飛
ぶ
鳥
、
か
ん
ば
し
 

の
下
の
泉
等
々
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
格
安
判
事
氏
が
敢
え
て
く
れ
る
。
 
 

－
 
「
浪
漫
主
菜
と
は
ブ
ル
ボ
ン
王
家
の
復
興
に
始
る
宗
教
的
政
治
由
反
動
の
▲
事
 
 

で
あ
左
㌔
」
そ
し
て
更
に
彼
氏
は
言
い
添
え
て
ぐ
れ
る
－
i
「
こ
の
中
世
趣
味
は
一
 
 

八
三
〇
年
の
革
命
の
後
ま
で
墳
き
、
鉄
道
を
戒
う
に
ロ
ン
サ
ー
ル
の
文
体
を
用
い
 
 

ワ
シ
ン
ト
ン
苧
フ
．
フ
ァ
イ
ア
ワ
ト
の
項
酔
を
歌
う
に
ダ
ン
テ
を
模
倣
す
る
」
と
言
 
 

っ
た
具
合
に
も
な
る
。
か
く
て
デ
ュ
ブ
ユ
イ
は
納
得
す
る
が
コ
ト
ネ
け
承
知
で
き
 
 

な
い
。
四
ケ
月
の
蟄
居
生
活
の
果
、
彼
は
畿
見
し
た
！
。
古
典
的
と
浪
漫
的
の
違
 
 

い
は
後
者
が
ふ
ん
だ
ん
に
形
容
詩
を
使
う
事
だ
。
二
人
の
探
求
を
順
一
世
紀
前
の
 
 

田
舎
紳
工
言
し
て
笑
え
な
い
。
そ
の
後
の
批
評
家
に
も
、
d
方
で
は
文
整
理
論
的
 
 

意
味
が
は
つ
き
り
通
俗
的
意
味
か
ら
分
証
し
な
が
ら
他
方
で
は
通
俗
的
意
味
が
大
 
 

き
く
文
整
理
論
的
窓
腫
に
作
用
し
て
い
る
の
を
蔑
見
す
る
。
．
例
え
ば
ケ
ー
ベ
ル
博
 
 

士
に
と
つ
て
「
古
典
的
な
る
も
の
」
と
は
「
此
ハ
型
的
な
も
の
（
㌻
昌
l
邑
e
宗
旨
i
已
 
 

に
他
な
ら
な
い
。
「
凡
そ
そ
の
類
中
で
完
全
な
る
猥
梼
森
二
の
塾
術
品
は
皆
典
型
 
 

得 品  
る が  
謬 疑  
で も  

ゐ1ニ  
ニ 

∴：．・  

三
二
 
 
 

e
l
芸
i
c
l
雲
e
｝
富
t
宅
「
最
上
級
の
作
家
」
に
も
ど
つ
た
事
を
知
る
の
で
あ
る
ぷ
／
ン
ト
 
 

・
ブ
ゥ
ブ
の
場
合
も
出
牽
点
は
此
鷹
に
あ
る
。
更
に
甚
だ
し
い
例
を
引
用
す
る
ー
 
 

●
●
●
●
●
●
 
「
純
粋
に
『
古
典
的
』
な
も
の
は
あ
ま
り
に
硬
く
息
苦
し
く
邑
苛
琴
＝
琵
訂
d
 
 

■
●
●
■
●
●
●
 
 

純
渾
に
童
浪
漫
的
ヰ
な
よ
の
は
ぁ
ま
り
に
酔
い
し
れ
て
気
鰭
で
 
d
r
昌
紆
ゴ
a
I
－
d
 
 

◆  

詳
6
7
 
 

一
言
冒
鴛
d
『
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
』
な
も
の
は
あ
ょ
り
に
単
調
d
r
註
で
あ
る
。
」
こ
 
 

れ
は
気
ま
ぐ
れ
望
丁
量
で
ほ
な
い
。
著
名
な
る
単
著
の
浪
漫
主
義
研
究
の
言
は
ば
 
 

要
約
で
あ
る
。
こ
り
よ
う
に
割
切
れ
れ
ば
問
題
は
簡
軍
で
あ
る
。
 
 
 

既
に
胃
宙
に
引
用
し
た
細
く
ブ
リ
ユ
ン
チ
ュ
ー
ル
は
浪
漫
主
義
の
問
題
を
「
歴
 
 

史
」
の
問
題
で
あ
る
．
と
し
「
唯
作
家
と
作
品
と
が
歴
史
を
通
じ
て
、
即
ち
時
を
通
 
 

じ
て
輿
え
た
い
ろ
い
ろ
窒
息
味
の
契
境
に
充
ち
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
た
。
 
 

ブ
リ
ュ
ン
チ
ュ
ー
ル
は
浪
漫
主
義
時
代
に
歴
史
を
限
つ
た
が
、
ア
バ
ク
ラ
ム
ビ
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
証
由
 
 

そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
彼
に
と
つ
て
謬
畠
J
t
i
e
試
○
磨
m
つ
H
－
t
と
は
批
評
を
 
 

し
て
、
虞
に
「
浪
漫
的
」
と
呼
び
得
る
特
性
を
探
さ
せ
、
識
別
さ
せ
始
め
て
く
れ
 
 

た
も
の
だ
と
言
う
事
に
重
要
性
が
お
か
れ
る
。
こ
の
言
菜
が
文
塾
理
論
的
意
味
を
 
 

持
つ
言
廉
と
な
る
と
同
時
に
明
か
に
な
つ
た
事
ほ
、
そ
の
す
つ
と
以
前
に
も
こ
の
 
 

意
味
の
も
の
が
既
に
文
峯
に
存
在
し
て
い
た
事
で
争
㌔
彼
は
こ
諭
∵
よ
う
な
見
方
 
 

に
力
点
を
置
く
結
果
、
例
の
論
寧
の
泥
沼
に
は
い
ら
す
、
す
つ
き
り
し
た
形
の
浪
 
 

漫
空
義
理
論
を
展
開
し
て
く
れ
る
け
彼
の
使
用
す
る
ぎ
喜
亡
i
t
i
c
i
苦
は
も
は
や
 
 

「
浪
漫
主
義
」
と
は
渾
せ
な
∴
㌔
 
「
浪
漫
的
情
調
」
と
で
も
課
す
べ
∴
孟
心
昧
と
な
 
 

る
。
・
】
；
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
は
垂
術
の
一
要
素
粍
の
で
ふ
∵
り
、
こ
れ
ど
賢
慮
 
 

す
る
要
素
は
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
人
体
に
は
い
ろ
い
ろ
互
体
液
－
≒
g
r
S
 
 

が
あ
㌔
こ
れ
が
通
常
恒
号
割
合
に
ぁ
る
と
き
即
ち
ど
の
体
液
も
特
に
著
し
く
多
い
 
 
 



な
ど
と
い
う
こ
せ
の
無
い
場
合
、
人
は
健
康
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
も
ヤ
ア
 
 

リ
ズ
ム
も
萎
術
に
於
け
る
体
液
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
リ
ア
リ
ズ
ム
の
 
 

均
衡
の
と
れ
で
い
る
状
腰
が
「
て
ブ
ス
ィ
ス
イ
ズ
ム
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
浪
 
 

漫
的
要
素
と
は
．
「
硯
葺
か
ら
Ⅵ
逃
避
」
弓
馬
才
。
○
；
C
F
－
裟
吾
、
な
の
で
あ
る
。
 
 

外
界
茎
t
e
r
≠
邑
d
と
の
交
り
か
ら
だ
ん
だ
ん
去
っ
て
詣
〓
盾
自
己
の
中
に
見
出
 
 

す
も
の
に
た
よ
ろ
う
と
努
め
る
か
、
或
は
少
く
と
も
そ
れ
を
望
む
の
で
あ
る
。
か
 
 

く
し
て
順
々
と
ア
‥
バ
ク
ラ
ム
ビ
は
「
浪
漫
的
概
念
」
を
見
事
に
整
合
し
て
く
れ
 
 

る
。
然
し
や
は
り
問
題
は
残
る
っ
「
善
美
」
は
翠
な
る
符
放
で
は
な
い
と
言
う
極
め
 
 

て
卒
凡
な
事
で
あ
る
。
一
「
浪
漫
的
」
な
る
言
棄
は
そ
の
重
い
歴
史
的
意
味
を
不
可
 
 

避
的
に
背
負
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
人
々
‥
か
こ
の
言
糞
を
少
く
と
も
文
整
理
論
的
 
 

意
味
に
は
ア
バ
ク
ラ
 

す
る
事
を
誓
言
し
な
け
れ
ば
こ
の
間
超
は
解
決
し
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

ブ
リ
ュ
ン
チ
エ
ー
ル
の
「
浪
漫
主
義
の
定
義
は
語
酸
の
間
挺
で
も
拳
詮
の
問
起
 
 

で
も
な
い
。
」
と
の
言
菓
も
既
に
引
用
し
た
が
、
現
代
の
我
々
に
は
や
は
り
ど
ち
ら
 
 

も
問
題
に
含
め
る
必
要
が
あ
る
。
「
畢
詮
」
も
も
は
や
浪
漫
主
義
な
る
言
責
に
歴
 
 

●
●
 
 

史
を
通
じ
て
輿
え
た
い
ろ
い
ろ
窒
息
昧
の
契
機
の
一
つ
と
な
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
 
 

る
。
然
し
飽
く
ま
で
「
畢
詭
」
と
し
て
の
限
界
息
息
鼓
し
て
の
上
で
あ
る
。
何
故
 
 

な
ら
こ
の
単
語
は
既
に
ジ
ィ
ド
や
ベ
ー
タ
ー
で
謂
指
し
た
如
く
自
己
の
文
畢
埋
論
 
 

を
主
張
す
る
媒
介
と
し
て
こ
の
「
浪
漫
主
義
」
 
「
古
典
重
義
」
を
利
用
し
て
い
る
 
 

場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
∵
誉
莞
乱
臣
蔓
中
の
ヒ
ュ
ウ
ム
T
r
小
声
H
こ
】
Ⅰ
】
、
レ
e
の
 
 

託
6
9
 
 

論
文
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
 
C
r
〇
つ
e
．
の
理
論
々
浪
漫
ま
義
理
論
に
應
由
し
た
ぷ
ー
ク
ェ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詫
 

7
0
 
 

ル
ゝ
．
E
．
P
O
一
言
〓
の
著
書
、
J
・
M
。
マ
リ
ィ
岩
u
r
童
が
屯
Q
簿
』
き
封
へ
⊇
 

古
典
的
と
浪
漫
的
の
不
整
合
に
つ
い
て
（
渡
達
）
 
 

昔
風
ざ
ざ
蕾
よ
意
墓
ぶ
㌣
昏
註
註
彗
 
の
中
で
詮
く
「
浪
漫
壬
轟
」
の
概
念
 
 

ウ
ィ
ン
ダ
ム
・
ル
イ
ス
 
宅
等
d
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m
戸
e
ノ
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s
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・
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l
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－
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也
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付
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昆
中
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誤
葦
d
生
 
 

d
茎
S
H
l
已
e
当
等
や
種
々
な
る
拳
詮
に
溢
れ
て
い
 

詮
」
に
就
い
て
は
別
の
横
倉
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
間
蟹
は
あ
ょ
り
に
大
き
い
 
 

し
、
「
古
典
的
と
浪
漫
的
」
を
め
ぐ
る
理
論
よ
り
も
「
聾
術
」
或
は
「
人
生
」
の
 
 

本
質
へ
と
論
点
が
移
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
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